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東芝照明プレシジョン（株）新潟事業所　　サイトレポート情報

新潟県長岡市東川口１９７９番地２６

12,839ｍ
２
、建家面積： 5,275ｍ

２
、緑化率　21％

１９６９年４月、従業員：　７５人（２０１５年３月現在）　

二次電池部品、蛍光灯口金、各種金属部品

１９９９年５月、最新更新年月：２０１５年３月

ごあいさつ

製品・環境技術開発、環境配慮ポイントの紹介

東芝照明プレシジョン（株）新潟事業所は、中越地域の中央部に位置
し、魚野川と信濃川が合流する水と山と緑豊かな自然環境に恵まれた
立地条件の中で事業を展開しています。事業所では、二次電池部品、
蛍光灯口金、各種金属部品などを製造しており、環境保全活動にも従
業員一丸となって取り組んでいます。

☆ＩＳＯ１４００１環境マネジメントシステム
　１９９９年５月に認証取得、２０１５年２月に更新審査を実施
☆環境保全設備の改善と管理の向上
　射出成形機を油圧式から電動式に更新（省電力化）、製造設備改造による製品歩留向上など
☆環境保全体制の充実
　法令、条例の順守、現場管理の強化。
☆ＣＯ２排出量の削減

　ＣＯ２排出量生産高原単位を２０１４年度の目標（154ｔ-CO2/億円）に対して実績（153.6ｔ-CO2/億円）

☆廃棄物ゼロエミッションの継続
　廃棄物総発生量原単位を２０１４年度の目標（39.１ｔ/億円）に対して実績（40.7ｔ/億円）
　最終処分率　０．１５％
☆化学物質排出量の削減
　印刷溶剤使用量を年１％削減（印刷歩留の向上施策）
☆全員参加・啓蒙活動の展開
　地域の清掃活動、安全環境ニュースによる啓蒙活動

２０１４年度の環境の主な取組み

二次電池部品 蛍光灯・電球口金部品 各種金属部品

金属応用事業部長 景本英司



  環境方針
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新潟県内のグループ会社と協力して、新潟県
長岡市の「川口運動公園」のファミリーゴル
フ跡地で植林活動を実施しています。

（実施概要）
・日時：２０１４年５月２５日
・参加人数：２０人（全体では１１８人）
・その他（スギ・ヒノキ１５００本の
          植林を実施）

３月２８日のアースアワーに合わせて、事業
所の看板の消灯を実施しました。

①事業所周辺の清掃活動
当事業所では、毎年、環境月間に合わせ事業
所周辺の清掃活動を実施しています。今後も
地域活動の一環として、継続していく予定で
す。

（実施概要）
・日時：２０１５年５月２５日
・参加人数：３５

 コミュニケーションの紹介

＜「Earth Hour（アースアワー）2015」への参画＞

＜事業所周辺の清掃活動＞

＜東芝１５０万本の森づくり＞



ナミアゲハ －

ビオトープの概要

準絶滅危惧

 生物多様性の取組み

指標生物 指標生物の希少性

ギフチョウ

指標種（保護種）の選定

事業所の⽴地環境
・信濃川⽔系の⿂野川流域に⽴地。
・敷地⾯積：12,000m2、緑化率：21％。
・⿂野川と⼭間部に挟まれた平地であり⽔辺は
豊富。
・周囲は⼭であり、近くに運動公園など緑地も
多い。
・中⼩の寺社が散在しており在来の⾶来⽣物も
多いと推測。

（TOSP）

⿂野川

蒼丘の森
公園⻑岡市⽴

川⼝中学校

＜ 蝶の⽣態系ネットワーク構築 ＞
・緑地の⼀⾓にアゲハ幼⾍の避難場所を設けて⼯場を中⼼と
したアゲハチョウ⽣態系ネットワーク構築
・アゲハチョウの他に、地域固有の蝶の呼び込み
⇒⿂野川、河合神社、蒼丘の森公園など周辺に⽣息する蝶
を狙って⾷草を置く（ユズ、サンショウなど）

ナミアゲハ

ギフチョウ サンショウ


